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発明の概要

2020年12月分注目特許 No.1

特徴

関連分野 ケミカル、建設・土木

エネルギー より低温での蓄熱を実現する化学蓄熱材

代表図

複合化合物をＸ線回折分析して得られたチャート

蓄熱を行う化学蓄熱材において、より低温での
蓄熱を実現する化学蓄熱材

アルカリ土類金属の水酸化物の脱水反応を利
用した蓄熱を行なう化学蓄熱材において、より低
温での蓄熱を実現する化学蓄熱材である。

化学蓄熱材は、アルカリ土類金属及びアルカリ
金属の複合化合物から構成され、複合化合物に
おけるアルカリ金属の含有量は、アルカリ土類金
属に対して０．１～５０モル％である。１００～３０
０℃程度の熱源、例えば工場排熱等の未利用熱
によって蓄熱材を加熱脱水することにより蓄熱で
きる。脱水された蓄熱材は、乾燥状態に保つこと
により容易に蓄熱状態を維持でき、またその蓄熱
状態を維持しながら所望の場所へ持ち運べる。



応用の可能性

など

屋内畜産・養殖所オフィスビル

住宅 ホテル・宿泊施設



応用の可能性/活用企業例/最新動向

本ページの情報は2021年2月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。

タテホ化学工業株式会社の本発明に関する最新動向

・タテホ化学工業株式会社のホームページ（ https://tateho.co.jp/ ）には、本件特許に関連する製品および特
許情報は見受けられない。

応用の可能性

・オフィスビル

・屋内畜産・養殖所

など

本技術の活用が見込める企業の一例

など

・住宅

・トヨタホーム株式会社

・大和ハウス工業株式会社

・積水ハウス株式会社

・住友林業株式会社

・旭化成ホームズ株式会社

・ミサワホーム株式会社

・株式会社一条工務店

・パナソニックホームズ株式会社

・鹿島建設株式会社

・清水建設株式会社

・株式会社竹中工務店

・株式会社竜洋

・株式会社アクアテックジャパン

・ホテル・宿泊施設

・タキロンシーアイ株式会社

・株式会社アシストジャパン

https://tateho.co.jp/

